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エクスプレス 通報 サービスのセットアップ 手順 

本書は、 エクスプレス 通報 サービス ( Linux 版)を導入するにあたり必要となる セットアップ 手順について 
記述しています。 

エクスプレス通報サービスをお使いになる前に、必ずお読みください。 

このエクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守情報含 
む)を電子メールやモデム経由で保守センタに自動通報することができます。本サービスを使用すること 
により、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に保守を行ったりすることができます。 
また、複数のサーバからの通報を1台のマネージヤに転送することによりマネージヤ経由によるェクス 
プレス通報をすることができます。 
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1 セットアップの準備 

エクスプレス通報ザービスをご使用になるためには、まず、お手持ちのサーバにエクスプレス通報サー 
ビスをセツ トアップしていただく必要あります。 


1.1 エクスプレス 通報 サービスのセツ ト アツ ブ環境 


エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、以下の環境が必要です。 

1) ハードウェア 

■ 監視対象サーバ 
メモリ： 20 MB 以上& 

空きディスク容量： 70 MB 以上※ 

※エクスプレス通報サービス単体では、インストールできません。 

そのため、 ESMPRO / ServerAgent のインストールが必要です。 

■ モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。 

また、バージョン 4. 2以降の ESMPRO / ServerAgent が必要です。 

■ メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要です。 

2) ソフトウェア 

■ NEC Linux 基本サービスセツトがサボートしている ESMPRO/ServerAgent ( Linux 版） 

ただし、バージョンによりサポートしている機能に差分がありますので、以下の表を參照して 
ください。 


ESMPRO/Server 
Agent / 《ージョン 

インタ _ ネット 
メール経由通幸 S 

ダイヤルアップ 
経由通報 

マネ _ ンャ 

車報 

POP before 

SMTP ^ 

SMTP 認証 

機能※ 

再開局機能 

3.8 以前 

未サポ 卜 

未サポ 卜 

未サポ~卜 

未サポ 卜 

未サポ 卜 

未サポ 卜 

3.9-1 以降 

サポート 

未サポート 

未サポート 

未サボート 

未サポート 

未サボート 

3. 9-5 以降 

サポート 

未サポ 卜 

サポート 

未サポ 卜 

未サポ 卜 

未サポ 卜 

4.1.12 以降 

サポート 

未サポート 

サポート 

サポート 

未サポート 

未サボート 

4 2.0-1 以降 

サポート 

サポート 

サポート 

サポート 

未サポ 卜 

未サポ 卜 

4. 2.4-1 以降 

サポート 

サポート 

サポート 

サポート 

サポート 

未サポ 卜 

4. 2. 32-2 以降 

サポート 

サホ 。 —卜 

サポート 

サポート 

サホ 。 —卜 

サホ 。 —卜 


※エクスプレス通報サービスでサポートしている認証は以下の通りです。 

認証方式 ： POP before SMTP、SMTP 認証 
SMTP 認証の形式： CRAM - MD 5 暗号認証 
POP : POP 3 ( AP 0 PI 妹対応） 

■ 上記、 ESMPRO/ServerAgent (Linux 版 ） Ver 3. 9以降がサボートしている Linux OS 
( ESMPRO/ServerAgent (Linux 版） Ver 3. 8 以前 [ i 未サボートです。） 

-マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に下記⑴および⑵の環境が必要です。 

(1) ESMPRO/ServerManager 

監視対象となるサーバにインストールされている ESMPRO / ServerAgent のパージョン以上を 
使用してください。（小数点以下1桁までのバージョン） 

(例)監視対象となるサーバにインストールされている ESMPRO / ServerAgent のバージョンが 
3. 9の場合、バージョン 3. 9以降の ESMPRO / ServerManager が必要です 0 

(2) ESMPR 0 /AlertManager 

バージヨン 3. 9以降の ESMPRO / AlertManager が必要です。 
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コントロールパネルの日本語表示について 

口ーカルコンソー ルでは、 コン ト ロール パネルを起動しても文字化けが発生します。日本語を 
正しく表示させるには以下の方法を実施してください。 

- GUI 環境 (GNOME 等)を利用する場合 

日本語表示が可能な GNOME 等の GUI 環境から、コントロールパネルを起動してください。 

■ネットワーク経由 (ssh など)で別の日本語端末を利用する場合 
ネットワーク経由 (ssh など)で別の日本語端末からログインし、以下のコマンドにより一時的 
に LANG 環境変数を日本語 EUC 環境に変更後、コントロールパネルを起動してください。 

# export LANG=ja_JP. eucJP 
■kon コマンドを使用する場合 

kon コマンドが使用可能の場合、以下の手順で、 kon コマンドを使用して、コント ロール パネ 
ルを起動してください。 

# kon 

jf cd /opt/nec/esmpro_sa/b i n 

# . /ESMamsadm 

# exit 


■ newt パッケージの不具合について 

Linux OS 添付の newt パッケージの不具合により、 LANG 環境変数が “ja_JP. UTF-8” の場合に 
ESMPRO/ServerAgent のコントロールパネルで日本語を入力できません。日本語を入力する場合 
は、 ESMPRO/ServerAgent のコントロールパネルを起動するコン ソールの LANG 環境変数を、 
export コマンドで一時的に “ja_JP. eucJP” へ変更し入力を行ってください。 

入力終了後、 “ja_JP. UTF-8” に戻してください。 

なお、エディットボックスの表示幅を超えて日本語入力することはできません。 

# export LANG=ja_JP. eucJP 

# cd /opt/nec/esmpro_sa/bin 

# . /ESMamsadm 

# export LANG=ja_JP. UTF-8 

■ システムの言語設定 （LANG 環境変数）を英語にしている場合 

システムの言語設定 （LANG 環境変数）を英語に設定している場合は、 ESMPRO/ServerAgent を 
日本語 EUC 環境として動作させるため、下記の変更を行ってください。 

ESMPRO/ServerAgent 関連の以下のシェルの最初の行に、 

export LANG=ja_JP. eucJP 
の1行を追加してください。 

/etc/in it. d/ 

ESMamvmain 

ESMcmn 

ESMfilesys 

ESMIan 

ESMmlx 

ESMntserver 

ESMpowsw 

ESMsmsrv 

ESMstrg 

ntagent 

/opt/nec/esmpro 一 sa/bin/ESMRestart 



ただし、 / opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMRestart の場合は、 2 行目に追加してください 0 
1行目の r #!/ bin / shj は変更しないでください。 

また、エクスプレス通報ザービスの開局を行う際は、日本語端末からログインし、 
以下のコマンドにより一時的に LANG 環境変数を日本語 EUC 環境に変更してから 
行ってください。 

# export LANG = ja _ JP . eucJP 
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1-2 セットアップに必要な契約 

セットアップを行うには、以下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してください。 

1) 必要な契約 

本体装置のハードウエアメンテナンスサービスの契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契 
約がお済みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。 

契約内容の詳細については、購入された販売店にお問い合わせください。 

2) 通幸 E 開局 FD (または、開局 CD ) 

契約後送付される通報開局 FD (または、開局 CD ) が必要となります。 

まだ到着していなしヽ場合、通報開局 FD (または、開局 CD ) が到着してから、セットアップを行ってく 
ださい。 
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セットアップ方法 

エクスプレス通報サービスを有効にするためには、以下の手順に従って、通報開局 FD (または、開局 CD ) 
の読み込みを行ってください。 


1) root 権限のあるユーザでログインします。 

通幸 E 開局 FD (または、開局 CD ) をマウントします。 

•フロッピーディスクドライブがある装置の場合 
通報開局 FD をフロッピーディスクドライブに挿入し、以下のコマンドを実行して、 

通報開局 FD をマウントします。 

# mount / media/floppy (または mount / mnt / floppy ) 

Red Hat Enterprise Linux 5.2 の場合は、フロッピーディスクは/ media/floppy (または mount / mnt / 
floppy ) 以外のマウントポイント(例： / media / disk ) へマウントされる場合があります。その場合は、 
エクスプレス通報の設定より、「開局ファイルの選択」選択先でフロッピーディスクのマウントディ 
レクトリを指定してください。（例： / media / disk ) 

「開局フアイノ KD 選択」機能 [ iESMPRO/ServerAgent Ver 4. 2.32-2以降からサボートしています 0 


籲 USB 接続フロッピーディスクドライブの装置の場合 
USB 接続のフロッピーディスクドライブを装置へ接続し、通報開局 FD をフロッピーディスクドライ 
ブに挿入して、以下のコマンドを実行して、通報開局 FD をマウントします。 

# mount / media/floppy (または mount / mnt / floppy ) 

上記コマンドでマウントできない場合は、以下の手順でデバイス名を指定して、マウントしてく 
ださい。 

1. 以下のコマンドを実行して、 / mnt / floppy ディレクトリを作成します。 

※既に、 / mnt/f loppy ディレクトリが存在する場合は作成不要です。 

# mkdir -p / mnt/fIoppy 

2. 以下のコマンドを実行して、通報開局 FD をマウントします。 

# mount デバイス名 / mnt/f I oppy 

デバイス名は dmesg または syslog から確認してください。 

■ dmesg コマンドでの確認方法 

# dmesg 

■ syslog での確認方法 

# cat / var / log/messages 



USB 接続のフロッピーディスクドライブ接続後、以下のようなメッセージが出力されている 
場合、デバイス名は/ dev/sdb となります。 

デバイス名が/ dev/sdb の場合は、以下のコマンドでマウントします。 

# mount / dev/sdb / mnt/floppy 


dmesg コマンドの表示例(抜粋) 


usb - storage : waiting for device to settle before scanning 
Vendor ： Y-E DATA Model : USB-FDU Rev ： 6.01 

Type ： Direct-Access ANSI SCSI revision : 00 

SCSI device sdb : 2880 512 -byte hdwr sectors (1 MB ) 
sdb : Write Protect is off 
sdb : Mode Sense : 00 46 94 00 
sdb : assuming drive cache : write through 
SCSI device sdb : 2880 512 -byte hdwr sectors (1 MB ) 
sdb : Write Protect is off 
sdb : Mode Sense : 00 46 94 00 
sdb : assuming drive cache : write through 
sdb : unknown partition table 
sd 2:0:0:0: Attached scsi removable disk sdb 


sys log での表示例(抜粋) 


Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 

Jan 


2 04:33:50 loacalhost kernel : 
2 04:33:50 loacalhost kernel : 
2 04:33:52 loacalhost kernel : 
2 04:33:52 loacalhost kernel : 
2 04:33:52 loacalhost kernel : 
2 04：33：52 Ioacalhost kernel : 
2 04：33：52 Ioacalhost kernel : 
2 04：33：52 Ioacalhost kernel : 
2 04：33：52 Ioacalhost kernel : 
2 04:33:52 loacalhost kernel : 


Vendor ： Y-E DATA Model : USB-FDU Rev ： 6.01 

Type ： Direct-Access ANSI SCSI revision : 00 

SCSI device sdb ： 2880 512 -byte hdwr sectors (1 MB ) 

sdb : Write Protect is off 

sdb : assuming drive cache : write through 

SCSI device sdb ： 2880 512 -byte hdwr sectors (1 MB ) 

sdb : Write Protect is off 

sdb : assuming drive cache : write through 

sdb : unknown partition table 

sd 2:0:0:0: Attached scsi removable disk sdb 



Red Hat Enterprise Linux 5.2 の場合は、フロッピーディスクは/ media/floppy (または mount / mnt / 
floppy ) 以外のマウントポイント(例： / media / disk ) へマウントされる場合があります。その場合は、 
エクスプレス通報の設定より、「開局ファイルの選択」選択先でフロッピーディスクのマウントディ 
レクトリを指定してください。（例： / media / disk ) 

「開局フアイノ U 0 選択」機能 [ iESMPRO/ServerAgent Ver 4. 2.32-2以降からサボートしています 0 
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•フロッピーディスクドライブがなし、装置の場合 

(1) 通幸 E 開局 FD から FD イメージを作成します。 

※ 本手順はフロッピーディスクドライブがある装置にインストールされている Linux 上 

で実施してください。 

0)-1 通報開局 FD をフロッピーディスクドライブに挿入し、以下のコマンドを実行して、 

通幸 E 開局 FD をマウントします。 

# mount /media/floppy (または mount /mnt/fIoppy) 

⑴ -2 以下のコマンドを実行して、通報開局 FD から FD イメージを作成します。 

# dd if=/dev/fd0 of=<FD イメージ名〉 
dd for windows (GPL) に含まれる dd.exe を使用して 、 Windows 0S 上においても 
FD イメ ージを作成する事ができます。 

通報開局 FD をフロッピーディスクドライブに挿入し、以下のコマンドを実行して、 

通報開局 FD から FD イメージを作成します。 

> dd.exe if^¥.¥A ： of 二く FD イメージ名〉 bs=1440k 
※ 上記はフロッピーディスクドライブを A: として、記載していますので、 

ご使用の環境に合わせて、を変更してください 0 
冒〇 本ツーノによリ発生した問題については、責任を負いかねますので 

^ ご了承ください。 

(2) ⑴で作成した FD イメージを開局対象の装置の任意のディレクトリにコピーします。 

(ここでは、コピー先を /tmp として説明します。） 

⑶以下のコマンドを実行して、 /mnt/floppy ディレクトリを作成します。 

※ 既に、 /mnt/f loppy ディレクトリが存在する場合は作成不要です。 

# mkdir -p /mnt/fIoppy 

⑷ /tmp に移動し、⑵でコピーした FD イメージを以下のコマンドを実行して、マウントします。 

# mount -0 loop -t vfat〈FD イ メー ジ名〉 /mnt/f I oppy 

•開局 CD の場合 

通報開局 CD を光ディスクドライブに挿入し、以下のコマンドを実行して、 

通報開局 CD をマウントします。 

# mount /med i a/cdrom (または mount /mnt/cdrom) 

ESMPRO/ServerAgent Ver3. 9-5 から Ver4. 2. 32-1 までのバージョンについては、 

CD マウントしたディレクトリに対して、 /mnt/floppy をマウントしてください。 

1. マウントするディレクトリを作成する。 

# mkdir -p /mnt/fIoppy 

2. 通幸 E 開局 CD をマウントポイントに対して、 1. のディレクトリを再マウントする。 

# mount —bind /mnt/cdrom /mnt/fIoppy 

※開局 CD をアンマウントする前に 1. を先にアンマウントしてください。 

# umount /mnt/fIoppy 

2) 以下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/opt/nec/esmpro_sa/bin/ESMamsadm ) を起動しま 

す 。 

# cd /opt/nec/esmpro_sa/bin 

# . /ESMamsadm 

3) [通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[エクスプレス通報の設定]を選択します。 
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ESMPRO/ServerAgent Ver .4.1.6-4 以前のバージヨンでは、 
設定」の項目は表示されません0 


「セキュリティ 通報 サービスの 


4) メッセージに従って、通報開局 FD を読み込みます。 

Ver 4. 2. 36-2 以降の ESMPRO/ServerAgent の場合、通幸 g 開局 FD (または、開局 CD) をマウント先のデイ 
レクトリを指定して、開局することができます。 


h 


開局ファイルを遇択してください 


tmp/expfd 




5) [ェクスプレス通報サービスの設定]画面が表示されます。 

6) 通幸 g 開局 FD (または、開局 CD) の内容を確認します。 

7) 以下のコマンドを実行して、通報開局 FD (または、開局 CD) のマウントを解除します。 
FD の場合、# umount /media/floppy (または umount /mnt/f loppy) 

CD の場合、# umount /med i a/cdrom (または umount /mnt/cdrom) 

8) 通幸 E 開局 FD (または、開局 CD) をドライブから取り出します。 


[エクスプレス 通報 ザービスの 設定]画面で、通報開局 FD (または、開局 CD ) の 内容を確認後に エクスプレ 
ス 通報 サービスは 有効になります0 




















3 電子メール経由の設定 

電子メールを利用してエクスプレス通幸 g サービスを行う場合は、以下の設定手順に従ってインターネッ 
トメール通報の設定を行ってください。 


1) 以下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd / opt / nec / esmpro 一 sa/bIn 

# . /ESMamsadm 


2) [通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[通報基本設定]を選択します。 

- 1 I- 




3) [通報基本設定]画面が表示されます。 

[通報基本設定]画面から[ェクスプレス通報設定]を選択します。 


iffl 報手段の設定 



その他の設定 
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4) [ェクスプレス通報サービスの基本設定]画面が表示されます。 

[インターネットメール経由]を選択し、[設定…]ボタンを押します。 



ESMPRO/ServerAgent Ver _4. 2よリ前のバージョンでは、「ダイヤルアップ経由」の項目は 
表示されません。 

ESMPRO/ServerAgent Ver .3.9-5 より前の/くージョンでは、「マネージャ転送」の項目は 
表示されません。 

エクスプレス通報有効 

エクスプレス通報を有効にするか無効にするかを指定します。（スペースキーで設定) 
チェックがある場合は有効になり、チェックが無しヽ場合は無効になります。 

5) [エクスプレス通報(インターネットメ _ル経由)の基本設定]画面が表示されます。 

メ ールザー/《と送信者メ ールアドレスの設定を行ってください。 

• ESMPRO/ServerAgent Ver .4. 2以降のバージヨンの場合 



メールザーパ ( SMTP ) 

インターネットメ ールサーバ （ IP アドレスまたはホスト名）を指定します。 

SMTP が動作しているメールサーバのホスト名または IP アドレスを入力します。 

たとえば、 smtp . foo . co . jp または 192.168. 0. 100のように入力します。 

鼋子メ ールァ ドレス 

自分(送信者)のメールボックスの電子メールアドレスを79文字以内で指定してくださ 
し、 0 たとえば、 sousin @ foo . co . jp のように入力します。 
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SMTP ホ 。 -卜群 

インタ _ ネットメ _ ルサ _ パへの接続に使用するポ _ 卜番号を設定することができま 
す。既定値に問題がない限り、設定を変更しないでください。 

[既定 fit ] ボタンを押すと、既定値 (25) に戻すことができます。 

設定オプション 

Date :フイールドを送信する 

通報時メールのヘッダ部に、 AlertManager 側で Date : フイールドを付カロして送信し 
たい場合、本項目をチェックしてください。（スペースキーで設定） 

(通常、通幸 E 時メ _ ルのヘッダ部の Date : フイールドは、メ ー ルサーバ側で付加さ 
れます。） 

このサー/くは POP Before SMTP が必要 

ご利用の SMTP サーバが 「POP Before SMTP 」 認証を必要としている場合は、本項目 
をチェックし(スペースキーで設定)、[認証設定]ボタンを押して、認証設定を行 
ってください。 

このサーバは SMTP 認証が必要 

ご利用の SMTP サーバが SMTP 認証を必要としている場合は、本項目をチヱックし 
(スペースキーで設定)、[認証設定]ボタンを押して、認証設定を行ってくださし、。 
[認証設定]ボタン 

SMTP ザーパで認証を必要としている場合は、このボタンを押して、 

POP Before SMTP か SMTP 認証の設定を行ってください。 

[ェクスプレス通幸6サービス(インターネットメール経由）の認証設定]画面が表 
示されます。 



POP Before SMTP 

メールサーバ (POP) 

POP before SMTP で利用する POP サーバを指定します。 

アカウント名 

POP サーバへの接続に使用するアカウント名を指定します。 

パスワード 

POP ザーパへの接続に使用するパスワードを指定します。 

POP ホ 。 -卜騎 

POP ザー/くへの接続に使用するポート番号を1〜65535の範囲で指定し 
ます。既定値(110)に問題がなしヽ場合は、変更しないでください。 
[既定値]ボタンを押すと、既定値⑴〇)に戻すことができます。 
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待ち時間 

SMTP サー/《によっては POP 認証後、 SMTP サー/《へ接続する際に待ち 
時間が必要となる場合があります。ご利用の環境に合った時間を 
〇〜60 (秒)の範囲で指定してください。 

特に問題がなし、場合は、既定値(〇秒)から変更しないでください。 
[既定値]ボタンを押すと、既定値 (0 秒)に戻すことができます。 

SMTP 認証 

アカウント名 

SMTP 認証の際に使用するアカウント名を指定します。 

パスワード 

SMTP 認証の際に使用するパスワードを指定します。 
• ESMPRO/ServerAgent Ver . 4.1.12-1 以降〜 Ver . 4. 2より前のバージョンの場合 



メールザーパ ( SMTP ) 

インターネットメ ールサーバ （ IP アドレスまたはホスト名）を指定します。 

SMTP が動作しているメールサーバのホスト名または IP アドレスを入力します。 

たとえば、 smtp . foo . co.jp または 192.168. 0. 100のように入力します。 

葷子メ_ルアドレス 

自分(送信者)のメールボックスの電子メールアドレスを79文字以内で指定してくださ 
し、 0 たとえば、 sousin @ foo . co.jp のように入力します。 

SMTP ホ 。 -卜騎 

インタ _ ネットメ _ ルサ _ パへの接続に使用するポ _ 卜番号を設定することができま 
す。既定値に問題がない限り、設定を変更しないでください。 

[既定値]ボタンを押すと、既定値 (25) に戻すことができます。 

設定オプション 

Date :フイ_ルドを送信する 

通報時メールのヘッダ部に、 AlertManager 側で Date : フイールドを付力卩して送信し 
たい場合、本項目をチェックしてください。（スペースキーで設定） 

(通常、通幸 E 時メールのヘッダ部の Date : フイールドは、メ ー ルサーバ側で付加さ 
れます。） 

このサーバは認証が必要 

ご利用の SMTP サーバが認証を必要としている場合は、本項目をチェックし(スペー 
スキ一で設定)、[認証設定]ボタンを押して、認証設定を行ってください。 
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[認証設定]ボタン 

SMTP ザー/《にて認証が必要な場合は、このボタンを押してください。 

[ェクスプレス通幸5サービス(インターネットメ ール経由)の認証設定]画面が 
表示されます。 



メールサーバ ( POP ) 

POP before SMTP で利用する POP サーバを指定します。 

アカウント名 

POP サー/《への接続に使用するアカウント名を指定します。 

パスワード 

POP ザーパへの接続に使用するパスワードを指定します。 

POP ホ 。 -卜稱 

POP サーバへの接続に使用するポート番号を1〜65535の範囲で指定します。 
既定値(110)に問題がなし、場合は、変更しないでください。 

[既定値]ボタンを押すと、既定値⑴ 0) に戻すことができます。 

待ち時間 

SMTP サー/くによっては POP 認証後、 SMTP サー/くへ接続する際に待ち時間が必要 
となる場合があります。ご利用の環境に合った時間を〇〜60(秒)の範囲で指定 
してください。 

特に問題がなしヽ場合は、既定値(〇秒)から変更しないでください。 

[既定値]ボタンを押すと、既定値 (0 秒)に戻すことができます。 
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• ESMPRO/ServerAgent Ver .4.1.12-1 より前のバージヨンの場合 



メールザーパ ( SMTP ) 

インターネットメ _ ルサ _ バ （ IP アドレスまたはホスト名）を指定します。 

SMTP が動作しているメールサーバのホスト名または IP アドレスを入力します。 

たとえば、 smtp.foo.co.jp または 192.168. 0. 100 のように入力します。 

鼋子メ ールァ ドレス 

自分(送信者)のメールボックスの電子メ ールアドレスを 30 文字以内で指定してくださ 
し、 0 たとえば、 sousin@foo.co.jp のように入力します。 

SMTP ホ 。 -卜稱 

インタ _ ネットメ _ ルサ _ パへの接続に使用するポ _ 卜番号を設定することができま 
す。既定値に問題がない限り、設定を変更しないでください。 

[Default] ボタンを押すと、既定値 (25) に戻すことができます。 

設定オプション 

Date :フイールドを送信する 

通報時メールのヘッダ部に、 AlertManager 側で Date: フイールドを付力卩して送信し 
たい場合、本項目をチェックしてください。（スペースキーで設定） 

(通常、通幸 E 時メールのヘッダ部の Date: フイールドは、メ ー ルサーバ側で付加さ 
れます。） 


6) [ok] ボタンを押して[エクスプレス通報サービスの基本設定]画面に戻ります。 

7) [エクスプレス 通報 サービスの 基本設定]画面で [ok] ボタンを押して、[通報基本設定]画面に戻りま 
す0 


8) [通報基本設定]画面で[クローズ]ボタンを押して[通報設定]画面に戻ります。 

9) [通幸 g 設定]画面から[通報先リストの設定]を選択します。 
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10) [通報先リストの設定]画面が表示されます。 

[ EXPRESSREPORT ] を選択し、[修正. ..] ボタンを押します。 





II先 ID 




PRESSREPORT 


IMP 

CP IP Oin-ORBAH) 


メッジ 

ii 雜手段 ： ExpressReport 
S 先情報：" T ⑴ expresB@nefs.nec.co.jp 




11)[ ID 設定]画面が表示されます。[宛先設定...]ボタンを押します。 

- 1 ami I - 

ID： EXPRESSREPORT _ 

通報手段： |>pressReport 

宛先情報: 

id: express@nefs.nec.co.jp 



12) [エクスプレス通報(インターネットメール経由)の設定]画面が表示されます。 



宛先 

通報開局 FD に設定されている通報先の メール アドレスが表示されます。 
設定変更はできません。 
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件名 

メールの題名が表示されます。設定変更はできません。 

設定 

エクスプレス通報ザービスの設定情報が表示されます。設定情報を変更したい場合は、 
コント ロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動し、「エクスプレス 
通報の設定」を選択して表示される[エクスプレス通報サービスの設定]画面にて設定 
変更を行ってください。設定情報の詳細につきましては、「6エクスプレス通報サー 
ビスの各種設定」を參照してください。 

[テスト通報]ボタン 

テスト通報を行う場合、このボタンを押します。テスト結果はメッセージにて確認で 
きます。 エラー 時はメ ッセー ジ内容にしたがって設定をやり直してください。 

[開局通報]ボタン 

エクスプレス通報の開局通報を行う場合、このボタンを押します。通幸 g 結果はメッセ 
—ジにて確認できます。エラー時はメッセージ内容にしたがって設定をやり直してく 
ださい。 

[障害テスト]ボタン 

障害テスト通報を行う場合、このボタンを押します。 

13) [テスト通報]ボタンを押してテスト通報を確認します。 

14) テスト通報の結果送付先を設定して、 [ ok ] ボタンを押します。 

15) 確認メッセージが表示されますので、 [ ok ] ボタンを押すとテスト通報します。 

テスト通報完了後は、指定した結果送付先へのメールの至帱をお待ちください。 

テスト通報結果を確認した後で、開局通報を行ってください。 

16) [開局通報]ボタンを押して開局通報を確認します。 

( [開局通報]ボタンは、テスト通報完了後に押下可能となります。） 

開局通報が完了した時点でエクスプレス通報ザービスが開始されます。 

17) [ ok ] ボタンを押して[エクスプレス通報(インターネットメール経由)の設定]画面を閉じます。 

18) [ ID 設定]画面から[スケジュール…]ボタンを押して、通報リトライの設定、通報時間帯の設定を 
行います。 

初期値は、5分間隔で72時間後までのリトライ、24時間通報可能になっています。 

この値は推奨値です。特に問題がなければ変更しないでください。 

設定を終えたら [ ok ] ボタンを押して[スケジュール]画面を閉じます。 

1 9) [クローズ]ボタンを押して [ ID 設定]画面を閉じます。 

20) [クローズ]ボタンを押して[通幸 g 先リストの設定]画面を閉じます。 

21) [クローズ]ボタンを押して[通幸臨受定]画面を閉じます。 

以上で、電子メーノレ経由ェクスプレス通報ができるようになります。 
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4 ダイヤルアツプ経由の設定 


モデムを利用したダイヤルアツプを利用してエクスプレス通幸 g サービスを開始するための設定手順につ 
いて説明します。 

I 善 ESMPRO/ServerAgent Ver . 4_ 2より前のバージョンでは、能 I 妹サボートです。 


1) 以下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/opt/nec/esmpro_sa/bin/ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd /opt/nec/esmpro 一 sa/bIn 

# . /ESMamsadm 


2) [通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[通報基本設定]を選択します。 
-1 ■ぐ驅 I - 




3) [通報基本設定]画面が表示されます。 

[通報基本設定]画面から[ェクスプレス通報設定]を選択します。 


iffl 報手段の設定 



その他の設定 
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4) [ェクスプレス通幸 E サービスの基本設定]画面が表示されます。 
[ダイヤルアップ経由]を選択し、[設定. ..] ボタンを押します。 



エクスプレス通報有効 

エクスプレス通報を有効にするか無効にするかを指定します。（スペースキーで設定) 
チェックがある場合は有効になり、チェックが無しヽ場合は無効になります。 

5) [ェクスプレス通報(ダイヤルアツプ経由)の設定]画面が表示されます。 



宛先 

通報先設定で設定した宛先情報が表示されます0 

コメント 

通報先設定で設定したコメント情報が表示されます。 

[情報設定]ボタン 

[通報情報の設定]画面が表示されます。通報情報(ユーザ m など)を設定してくださし、。 
[通報先設定]ボタン 

[通報先の設定(シリアルポート経由)]画面が表示されます。ダイヤルアップ通報の宛 
先を設定してください。 

[テスト (1 次)]、[テスト (2 次)]ボタン 

テスト通報を行う場合、このボタンを押します。テスト結果はメッセージにて確認で 
きます。 エラー 時はメ ッセー ジ内容にしたがって設定をやり直してください。 

[開局通報]ボタン 

エクスプレス通報の開局通報を行う場合、このボタンを押します。通幸 g 結果はメッセ 
—ジにて確認できます。エラー時はメツセージ内容にしたがって設定をやり直してく 
ださい。 
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[障害テスト]ボタン 

障害テスト通報を行う場合、このボタンを押します。 

6) [情報設定]ボタンを押します。ユーザ ID (ユーザシステムコード)を確認し、必要であれば通報コメ 
ントを入力してください。 

[ ok ] ボタンを押すと[ェクスプレス通幸 E (ダイヤルアツプ経由)の設定]画面に戻ります。 



通報コメント 

お客様の電話番号や保守担当者など、通報メッセージの一部となるコメントを40文字 
以内で最高3つまで設定できます。 

7) [通報先設定]ボタンを押し、ダイヤルアップ通報の宛先を設定します。 

8) [通報先の設定(シリアルポート経由)]画面が表示されます。 

モデムが接続されているシリアルポートやモデムの設定を行います。 

電話番号(一次)は通報開局 FD に設定されている電話番号を表示していますので、問題がない場合は 
変更しないでください。 



通報先である保守センタの電話番号を256文字以内で入力してください。 

一次通報先の電話番号は必ず指定してください。 

二次通報先の電話番号は一次通報先への通報ができなかった場合に通報する保守セン 
夕の電話番号です。（省略可能） 

コメント 

通報先に関するコメント(営業所名など)を入力できます。（省略可能） 

40文字以内で入力してください。これは単なるコメントであり、通報情報には含まれ 
ません。 

シリアルポート 

ダイヤルアツプ通報で使用するモデムが接続されているシリアルポートを選択してく 
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ださい。 （“ T ” or “ i ” キーで選択） 

リダイヤル間隔 

通報時、相手先ビジーなどにより回線接続できない場合に行うリダイヤルの間隔を60 
〜999(秒)の範囲で入力してください。既定値は60(秒)です。 

ダイヤルモ _ ド 

パルスダイヤノレか卜ーンダイヤノレかを選択してください。（スぺースキーで設定） 

9) [ ok ] ボタンを押して[エクスプレス通報(ダイヤルアツプ経由)の設定]画面に戻ります。 

10) [テスト (1 次)]ボタンを押して、テスト通報を確認します。 

11) 確認メツセージが表示されますので、 [ ok ] ボタンを押すとテスト通報します。 

12) [開局通報]ボタンを押して開局通報を確認します。 

([開局通報]ボタンは、テスト通報完了後に押下可能となります。） 

開局通報が完了した時点でエクスプレス通報ザービスが開始されます。 

1 3) [ク ロー ズ]ボタンを押して [エ クスプレス通報 サー ビスの基本設定]画面に戻ります。 

1 4) [ェクスプレス通報サービスの基本設定]画面で [ ok ] ボタンを押して、[通報基本設定]画面に戻りま 
す0 


15) [クローズ]ボタンを押して[通幸 E 基本設定]画面を閉じます。 

1 6) [クローズ]ボタンを押して[通幸 g 設定]画面を閉じます。 

以上で、ダイヤルアツプ経由エクスプレス通報ができるようになります。 
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5 マネージャ経由の設定 


マネージャを経由して、マネージャから電子メールまたはモデムを使用したダイヤルアップを利用して 
エクスプレス通報サービスを開始するための設定手順について説明します。 


I 善 ESMPRO/ServerAgent Ver .3.9-5 より前のバージョンでは、能 I 妹サボートです。 


マネージャ経由のエクスプレス通報を行う場合は、まずマネージャの設定を行いマネージャから鼋子メ 

—ルによるテスト通報(到達確認通報)が正常に行われることを確認した後に、ェージェントの設定を行 

つてください。 


5. 1マネージャの設定 

マネージャから電子メールを利用してエクスプレス通報サービスを開始するための設定手順について説 
明します。 

1 ) アラートビューアの[ツール]メニューから[通報の設定]を選択します。 

アラートマネージャが起動します。 

2) アラートマネージャの[設定]メニューから[通報基本設定]を選択します。 

3) [通報手段の設定]プロパティの通報手段リストから[マネージャからのエクスプレス通報]を選択し 
て、[設定...]をクリックします。 

[マネージャからのェクスプレス通報の基本設定]ダイアログボックスが表示されます。 
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4) エージェントとソケット間通信に使用するポート番号を指定します。 

初期値は31136です。通常、初期値に問題がない限り設定を変更しないでください。 
変更する場合はエージェントでも同一のポート番号を指定してください。 



5) 保守センタへの宛先を登録します。 

[宛先登録. ..] をクリックすると、[通報開局 FD 読み取りツール]が起動します。 


通報閉局 FD_ 売み■取りツ-ル 


エクスプレス通報サービスのマネージャ転送棟能を有幼Iこするには 
通報閉局 FD 内を_売み込む必要が®ります 

フロ'ソビーディスクドライプIこ通報閉局 FD を挿入して「)欠へ」ボタンを押下してください。 
通報閉局 F D の内容を_売み取ります。 


2<1 


Jr I キやンセル 


6) 通報開局 FD をフロッピーディスクドライブにセットし、[次へ]をクリックします。 

通報開局 FD の読み取りが開始されます。 

7) 読み取り終了後、[完了]をクリックして[通報開局 FD 読み取りツール]を終了します。 

8) [マネージャからのエクスプレス通報]ダイアログボックスで、通報手段として[インターネットメ 
_ ル経由]を選択して、[設定]をクリックします。[マネ _ ジャからのエクスプレス通幸 E (インタ _ 
ネットメ ール経由)の基本設定]ダイアログボックスが表示されます。 

9) SMTP が動作しているメールザーパのホスト名を入力します。 

たとえば、 smtp . foo . co . jp のように入力します。 


マネー ' y ャからスフ ルス通報(インタ-ネットメ-ル経由基本設定 


メールサー ハ''- (SMTP) ( S ) : r 
電子メ-ルアドレス (£) : | 

SMTP ホし卜番号 （£) : |25 _初期值 (i) I 

設定オフ，ョン 

[7 Date： フイ-ルトぞ送信する迫） 

のサ-ハ必要(旦） J 


0 K 

キ心セル 


ヘル謂) 
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10) 自分(送信者)のメールボックスの電子メールアドレスを指定してください。 

たとえば、 sousin @ foo . co . jp のように入力します。 

11) [マネージャからのエクスプレス通報(インターネットメール経由)の基本設定]ダイアログボックに 
戻ります。 

12) [マネージャからのエクスプレス通報の基本設定]ダイアログボックスで [0 K ] をクリックしてダイア 
ログボックスを閉じます。 

13) アラートマネージャの[設定]メニューから[通幸 E 先リストの設定]を選択します。 

14) ID リストから[マネージャからのエクスプレス通幸 g ] を選択して、[修正...]をクリックします。 



15) [ ID 設定]ダイアログボックスが表示されたら、[宛先設定...]をクリックします。 



[マネージャからのェクスプレス通報の設定]ダイアログボックスが表示されます。 
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16) [宛先設定. ..] をクリックします。 

[マネージヤからのェクスプレス通報(インターネットメ _ル経由)の設定]ダイアログボックスが表 
示されます。 



17) 宛先を確認します。 

宛先は通報開局 FD に設定されているメ ールア ドレスを表示していますので、問題が無し ヽ 場合は変更 
しないでください。 

18) [送信テスト]をクリックしてメールの送信確認をします。 

19) [0 K ] をクリックして、[マネージャからのエクスプレス通報(インターネットメール経由)の設定]ダ 
イアログボックスを閉じます。 

20) [マネージャからのエクスプレス通報の設定]ダイアログボックスで [0 K ] をクリックしてダイアログ 
ボックスを閉じます。 

21) [ ID 設定]画面から[スケジュール…]ボタンをクリックして、通報リトライの設定、通報時間帯の 
設定を行います。 

初期値は、5分間隔で72時間後までのリトライ、24時間通報可能になっています。 

この値は推奨値です。特に問題がなければ変更しないでください。 

設定を終えたら [0 K ] ボタンを押して[スケジュール]画面を閉じます。 

22) 通報手段を有効にするかどうか確認のメツセージボックスが表示されたら、[はい]をクリックしま 
す 0 



[いいえ]をクリックした場合は、アラートマネージャの[通報基本設定]を選択し、[通報手段の設 
定]プロパティの通報手段リストにある[マネージャからのエクスプレス通報]の通報有効/無効ビ 
ットマップを有効(緑色)にしてください。 

以上で、マネ_ジヤ経由エクスプレス通幸 E のマネ_ジヤ側の設定は完了しました。 

次にェージェントでマネージヤ経由エクスプレス通報の設定を行ってください。 
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5. 2 エージェントの設定 

マネージャを経由してエクスプレス通報を行う場合のエージェントでの設定手順について説明します。 

1) 以下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

孖 cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 
# . /ESMamsadm 

2) [通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[通報基本設定]を選択します。 



3) [通報設基本定]画面が表示されます。 

[通報基本設定]画面から[ェクスプレス通報設定]を選択します。 


-1 ■越^! 卜 

iffl 報手段の設定 



その他の設定 

耀薦始までの癱^@ 
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4) [エクスプレス通報サービスの基本設定]画面が表示されます。 

— I T - | — 

通報手段を選 R し、 [ g 定 I . J 

ボタンを押下して通報 £ 本設定を行ってくだ 

さい。 

C ) インターネットメール褪由 
() ダイヤルアッブ 絲由 

[ W マネージャ 痛 1 

ネージヤ転送描由 の基本設定は必要あ 
りません。 

[木]エクスプレス通報有効 



ESMPRO/ServerAgent Ver_4. 2より前のバージョンでは、「ダイヤルアップ経由」の項目は 
表示されません。 

エクスプレス通報有効 

エクスプレス 通報を有効にするか無効にするかを指定します。（スペース キーで 設定) 
チェックがある場合は有効になり、チェックが無しヽ場合は無効になります。 

5) [マネージャ転送]を選択し、 [ ok ] ボタンを押します。 

[通幸 E 基本設定]画面に戻ります。 

6) [通報基本設定]画面で[クローズ]ボタンを押して[通報設定]画面に戻ります。 

7) [通報設定]画面から[通報先リストの設定]を選択します。 

8) [通報先リストの設定]画面が表示されます。 

[ EXPRESSREPORT ] を選択し、[修正. ..] ボタンを押します。 
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9) 


[ ID 設定]画面が表示されます。[宛先設定...]ボタンを押します。 


h tnmM h 


ID ： EXPI«SSffiR)RT_ 

通報手段 ： BKIRMI 


宛先情報: 

IP アドレス（またはホスト S ) = 0 J .0.0 


10) [エクスプレス通報サービス(マネージャ経由)の設定]画面が表示されます。 
マネージャの宛先を設定してください。 



IP アドレス(またはホスト) 


マネージャの IP アドレス(またはホスト名）を設定します。 

マネージャの IP アドレス(またはホスト名）は必ず指定してください。 

ポート#^ 

マネージャとソケット間通信で使用するポート番号を指定します。 
既定値は31136です。 

通常、既定値に問題がない限り設定を変更しないでください。 

変更する場合はマネージャでも同一のポート番号を指定してください。 
[既定値]ボタンを押すと、既定値 (31136) に戻すことができます。 

善，[既定彳1]ボタンは、 ESMPRO/ServerAgent Ver . 4_2より前の/《ージヨンでは 
_ [Defau 11] ボタンとなります。 


[テスト通報]ボタン 

テスト通報を行う場合、このボタンを押します。テスト結果はメッセージにて確認で 
きます。 エラー 時はメッセージ内容にしたがって設定をやり直してください。 

[開局通報]ボタン 

エクスプレス通報の開局通報を行う場合、このボタンを押します。通幸 E 結果はメッセ 
—ジにて確認できます。 エラー 時はメッセージ内容にしたがって設定をやり直してく 
ださい。 

[障害テスト]ボタン 

障害テスト通報を行う場合、このボタンを押します。 
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11) [テスト通報]ボタンを押してテスト通報を確認します。 

1 2) テスト通報の結果送付先を設定して、 [ ok ] ボタンを押します。 

13) 確認メッセージが表示されますので、 [ ok ] ボタンを押すとテスト通報します。 

テスト通報完了後は、指定した結果送付先へのメールの至曠をお待ちください。 

テスト通報結果を確認した後で、開局通報を行ってください。 

マネージャでダイヤルアップ経由が選択されている場合は、テスト結果は送付されません。 

14) [開局通報]ボタンを押して開局通報を確認します。 

([開局通報]ボタンは、テスト通報完了後に押下可能となります。） 

開局通報が完了した時点でエクスプレス通報ザービスが開始されます。 

15) [ ok ] ボタンを押して[エクスプレス通報サービス(マネージャ経由)の設定]画面を閉じます。 

16) [ ID 設定]画面から[スケジュール…]ボタンを押して、通報リトライの設定、通報時間帯の設定を 
行います。 

初期値は、5分間隔で72時間後までのリトライ、24時間通報可能になっています。 

この値は推奨値です。特に問題がなければ変更しないでください。 

設定を終えたら [0 K ] ボタンを押して[スケジュール...]画面を閉じます。 

1 7) [クローズ]ボタンを押して [ ID 設定]画面を閉じます。 

18) [クローズ]ボタンを押して[通幸 E 先リストの設定]画面を閉じます。 

1 9) [クローズ]ボタンを押して[通幸 g 設定]画面を閉じます。 

以上で、マネージヤ経由エクスプレス通報ができるようになります。 
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6 エクスプレス通報サービスの各種設定 

インストール 後に通報開局 FD の内容確認、および、変更する場合は、以下の設定手順に従い、設定を行 
つてください。 

1) 以下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/opt/nec/esmpro_sa/bin/ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd /opt/nec/esmpro 一 sa/bIn 

# . /ESMamsadm 


2 ) 


[通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[エクスプレス通報の設定]を選択します。 




3) [ェクスプレス通報サービスの設定]画面が表示されます。 


3の設定 （1) 


お客棟清*の設定 ( 2 ) 
サこバ情*の設定 
オブシヨン萑涅情*の設定 




サービスの棘了 



お纖籠の設定 ⑴、 お■鎌の設定 ⑵ 

お客様情報の確認および修正ができます0 
サ _ ノ く fflfS の設定 

サ ー/ く情報の確認および修正ができます0 
オプション装置情報の設定 

システムに増設したオプション装置情報の確認および修正ができます。 
販売店 t 諸の設定 

販売店情報の確認および修正ができます0 
[サービスの終了...]ボタン 

エクスプレス通報サービスの終了を行し、ます。 

[クロ _ ズ]ボタン 

[ェクスプレス通幸 E サービスの設定]画面を閉じます。 
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6.1 お客様情^の確認および修正する場合 

1 ) [ェクスプレス通報サービスの設定]画面から[お客様情報の設定 (1)] を選択します。 
[お客樹青報の設定 (1)] 画面が表示されます。 

各設定項目を入力後、 [ ok ] ボタンを押してください。 



^ 「*」のマークがつし、ている項目は入力必須項目です。 


* お客様属性 

“個人”または “法人，， のいずれかを選択してください。（スベースキーで設定） 

* お客様名称(カナ） 

お客様名称(姓および名）または法人名を全角カナ25文字以内で入力してください。 

* お客様名称(漢字） 

お客様名称(姓および名）または法人名を漢字40文字以内で入力してください。 

音曙名 

お客様の部署名を漢字30文字以内で入力してください。 

※本項目は、お客様属性にて“法人”が選択された場合のみ設定可能です。 

担当者名(カナ） 

担当者の名称(姓および名）を半角カナ10文字以内で入力してください。 

氏名の間には1文字の空白を挿入してください。 

※本項目は、お客様属性にて“法人”が選択された場合のみ設定可能です。 

担当者名(漢字） 

担当者の名称(姓および名）を漢字15文字以内で入力してください。 

氏名の間には1文字の空白を挿入してください。 

※本項目は、お客様属性にて“法人”が選択された場合のみ設定可能です。 

ユ _ザシス テムコー ド 

お客様の ユーザ シス テムコー ドが表示されます。 

[ok] ボタン 

変更内容を保存して、[お客様情報の設定⑴]画面を閉じ、[エクスプレス通報ザービスの 
設定]画面に戻ります。 
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[ cancel ] ボタン 

変更内容を破棄して、[お客様情報の設定⑴]画面を閉じ、[エクスプレス通報ザービス 
の設定]画面に戻ります。 

2) [エクスプレス通報サービスの設定]画面から[お客様情報の設定⑵]を選択します。 

[お客様隋報の設定 (2)] 画面が表示されます。 

各設定項目を入力後、 [ ok ] ボタンを押してください。 


H h 


お客様郵便番 
住所（カナ）： 

住所(漠字） 

住所(詳細）： 
お客様電話番号： 


ウキヨウトフチュウシニッシンチョウ 


0123-45-67S9 


お客様メールアドレス： 




^ 「* *」のマークがつし、ている項目は入力必須項目です。 


* お便番号 

お客様の郵便番号を半角数字7文字以内で入力してください。 

* 住所(カナ） 

お客4兼の住所を全角カナ25文字以内で入力してください。 

* 住所(漢字） 

お客4兼の住所を漢字40文字以内で入力してください。 

住所(詳細 

お客様の住所の詳細（ビル名、フロア区分等)を漢字20文字以内で入力してください。 

* お客様鼋話番号 

お客様の電話番号を“(市外局番)局番一番号”の形式で、半角数字30文字以内で入力して 
ください。 

(例） (0123)45-6789 

* お客兼メ——ルアドレス 

お客様の電子メールアドレスを半角英数字80文字以内で入力してください。 

[ ok ] ボタン 

変更内容を保存して、[お客様情報の設定⑵]画面を閉じ、[エクスプレス通報ザービスの 
設定]画面に戻ります。 

[ cancel ] ボタン 

変更内容を破棄して、[お客様情報の設定⑵]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービスの 
設定]画面に戻ります。 
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6.2 サーバ情報の確認および修正する場合 

1 ) [ェクスプレス通幸 E サービスの設定]画面から[サー/《情報の設定]を選択します。 
[サ _ /《情幸 E の設定]画面が表示されます。 

各設定項目を入力後、 [ ok ] ボタンを押してください。 



■-0 「*」のマークがつし、ている項目は入力必須項目です。 

轉— ESMPRO/ServerAgent Ver .4.1.10-3 よリ前のバージヨンでは、「コメント」の項目は表示されません 0 

*サー/ く名称 

お客様が付けたサーバ名称(コンピュータ名）を半角英数字35文字以内で入力してください。 
* 装置コード 

装置コードを本体装置裏の名盤を参照して、半角英数字35文字以内で入力してください。 

* 製造#^ 

本体装置の製造番号 (SERIAL N 0. ) を半角英数字16文字以内で入力してください。 

* 保証##^ 

本体装置の保証書番号を半角英数字16文字以内で入力してください。 

名 

0 S 名を表示します。一覧から選択及び入力はできません。 

※本項目は、通報開局 R ) (または、開局 CD ) に格納されている情報のみです。 

契約内容と異なる場合は、購入された販売店にお問い合わせください。 

詳細バージヨン 

0 S の詳細番号を半角英数字32文字以内で入力してください。 

コメント 

付加情報が必要な場合はここに256文字以内で入力してください。 

[ ok ] ボタン 

変更内容を保存して、[ザーパ情報の設定]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービスの設 
定]画面に戻ります。 

[ cancel ] ボタン 

変更内容を破棄して、[サーバ情報の設定]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービスの設 
定]画面に戻ります。 
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6.3 オプション装置情報の確認および修正する場合 


1 ) 


[エクスプレス通報サービスの設定]画面から[オプション装置情報の設定]を選択します。 
[オプション装置情報の設定]画面が表示されます。 

設定完了後、 [ ok ] ボタンを押してください。 




オプションリストからオプション装®を選択 
して下さい。 

オプシヨンリスト： 


msnm 



オプションリスト 

現在設定されているオプション装置情報の一覧が表示されます。 

[追加]ボタン 

押下すると、[オプション装置の追加]画面が表示されます。 

[削除]ボタン 

オプションリスト内で選択された装置を削除します。 

[ ok ] ボタン 

変更内容を保存して、[オプション装置情報の設定]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービ 
スの設定]画面に戻ります。 

[ cancel ] ボタン 

変更内容を破棄して、[オプション装置情報の設定]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービ 
スの設定]画面に戻ります。 
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< < [ オプシヨン装置の追加]画面〉〉 


装茧一宽（装 S S / •装茧 コード） 

冗 PU ポ- 


aaagwMi^BaHaijga 

B501-134 埔設 CPU ボード 
B501-144 埔設 qPU ボード 
B501-145 埔設 QPU ボード 
501-147 埔設 CPU ボード 




装置翻 


装置種別(増設 CPU 、 増設 MEM 等)を選択すると装置一覧に装置名/装置コードが表示されま 
す。該当する装置種別が存在しない場合は(その他)を選択してください。 

(その他)を選択すると、[オプション装置の追加(手入力)]画面が表示されます 
[ ok ] ボタン 

変更内容を保存して、[オプション装置の追加]画面を閉じ、[オプション装置情報の設定] 
画面に戻ります。 

[ cancel ] ボタン 

変更内容を破棄して、[オプシヨン装置の追加]画面を閉じ、[オプシヨン装置情報の設定] 
画面に戻ります。 


<<[オプシヨン装置の追加(手入力)]画面>> 


- 1 I- 

违加するオプシヨン荖茧の荖茧コードを入 i して下さい。 



オプシヨン装置の装置コード ( N 型番)を半角英数字15文字以内で入力後、 [ ok ] ボタンを押すとオプ 
シヨンリストに装置コードが追加されます。 

(例） N 1 234-56 
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6.4 販売店情報の確認および修正する場合 

1 ) [ェクスプレス通幸 E サービスの設定]画面から[販売店情報の設定]を選択します。 
[販売店情報の設定]画面が表示されます。 

各設定項目を入力後、 [ ok ] ボタンを押してください。 



^2 「*」のマークがつし、ている項目は入力必須項目です。 


* 販売店名 

販売店の名称を一覧から選択してください。 

担当営業所属 

担当営業の所属を漢字30文字以内で入力してください。 

担当営業氏名 

担当営業の氏名を漢字20文字以内で入力してください。 

担当営業電話番号 

担当営業の電話番号を“(市外局番)局番一番号”の形式で、半角数字30文字以内で入力し 
てください。 

(例） (0123) 45-6789 (内線番号3456の場合の例） (0123) 45-6789 (3456) 

担当 SE 所属 

担当 SE 拠点の名称および所属を漢字30文字以内で入力してください。 

担当 SE 氏名 

担当 SE の氏名を漢字20文字以内で入力してください。 

担当 SE 鼋話番号 

担当 SE の電話番号を“沛外局番)局番一番号”の形式で、半角数字30文字以内で入力して 
ください。 

(例） (0123) 45-6789 (内線番号3456の場合の例） (0123) 45-6789 (3456) 

[ ok ] ボタン 

変更内容を保存して、[販売店情報の設定]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービスの設 
定]画面に戻ります。 

[ cancel ] ボタン 

変更内容を破棄して、[販売店情報の設定]画面を閉じ、[エクスプレス通報サービスの設 
定]画面に戻ります。 
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6.5 通報開局 FD (または、開局 CD ) の再読み込みをする場合 

事前に「2セツトアツブ方法」の手順に従って、通報開局 FD をマウントしてください。 
鼠 本機能 [ iESMPRO/ServerAgent Ver 4.2.32-2 以降からサポートしています。 


1) 以下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

fr cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 
# ./ESMamsadm 

2) [通報設定]画面から[エクスプレス通報の設定]を選択すると、[エクスプレス通報サービスの設定] 
画面が表示されます。 

3) [エクスプレス 通報 ザービスの 設定]画面から[開局 FD を再読み込み]を選択します。 



4) 


[開局フアイルの選択]画面が表示されます。 

マウント先のデイレクトリを指定して、 [ ok ] ボタンを押してください。 

通幸 E 開局 FD (または、開局 CD ) の再胃売み後は、「2セツトアップ方法」に従って、セツトアップを行 
つてください。 


r 




開局ファイルを S 択し T ください 


■tmq/eKpta 
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7 エクスプレス通報サービスの終了 

エクスプレス通幸 g サービスを開始すると、[サービスの終了]ボタンを押下可能となります。契約期間終 
了後にもかかわらず[ザービスの終了]を実行していない場合、通報が行われ続けるため課金上問題とな 
ります。そのため契約更新しない場合は、速やかにサービスを終了させてください。 

以下の設定手順に従い、終了処理を行ってください0 

1) 以下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd / opt / nec / esmpro _ sa/bin 

# . /ESMamsadm 

2) [通報設定]画面が表示されます。 

[通報設定]画面から[エクスプレス通報の設定]を選択します。 



3) [ェクスプレス通報サービスの設定]画面が表示されます。 



4) [サービスの終了]を選択し、画面の指示に従ってください。 
これ以降、アラート通矢卩は行われなくなります。 
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サービスを 再開す るた めには、以下の設定手順に従い、処理を行ってください。 


1) 以下のコマンドを実行して、コントロールパネル (/ opt / nec / esmpro _ sa / bin / ESMamsadm ) を起動しま 
す。 

# cd / opt / nec / esmpro 一 sa/bin 

# . /ESMamsadm 


2) [通報設定]画面が表示されます0 

[通報設定]画面から[エクスプレス通報の設定]を選択します。 

- 1 Hvt-FSK I- 




3) [ェクスプレス通報サービスの設定]画面が表示されます。 



4) [サービス有効期限の変更]を選択し、期限延長キーを入力してください。 
期限延長キーは、契約更新を行うと入手できます。 
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